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は
じ
め
に

昨
年
は
高
温
登
熟
の
影
響
で

刈
取
り
作
業
が
早
く
終
了
し
、

そ
の
後
の
気
温
も
高
く
推
移
し

た
た
め
、
今
ま
で
に
な
く
大
き

な「
ひ
こ
ば
え
」が
発
生
し
ま
し

た
。
今
年
は
こ
の
大
量
の
ひ
こ

ば
え（
有
機
物
）が
土
中
に
す
き

込
ま
れ
た
こ
と
で
、
強
い
ワ
キ

（
土
壌
の
異
常
還
元
）に
よ
る
分

げ
つ
の
抑
制
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

初
期
生
育
の
遅
れ
に
よ
っ
て
茎

数
が
足
り
な
い
と
穂
数
不
足
・

籾
数
不
足
と
な
り
、
減
収
に
つ

な
が
り
ま
す
。
初
期
生
育
の
確

保
は
気
候
変
動
に
負
け
な
い
米

づ
く
り
へ
の
第
一
歩
で
す
。
移

植
後
の
圃
場
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

を
再
確
認
し
、
初
期
生
育
の
確

保
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

初
期
生
育
を
確
保
す
る
た

め
の
基
本
的
な
水
管
理

稲
の
活
着
最
適
温
度
は
25
～

30
℃
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
移
植

後
は
、
低
温
や
強
風
か
ら
苗
を

保
護
し
、
葉
身
か
ら
の
蒸
散
を

抑
え
る
た
め
、
水
深
を
５
㌢
㍍

程
度
と
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

湛
水
に
よ
る
保
温
効
果
で
新
根

発
生
と
活
着
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

活
着
が
速
や
か
に
行
わ
れ
れ
ば

分
げ
つ
の
開
始
も
早
く
な
り
ま

す
。活

着
後
は
、
強
風
時
、
低
温

時
を
除
い
て
基
本
的
に
２
～
３

㌢
㍍
の
浅
水
で
水
温
・
地
温
を

高
め
、
分
げ
つ
の
発
生
を
促
し

ま
す
。
分
げ
つ
は
、
日
較
差
が

大
き
い
ほ
ど
盛
ん
に
な
る
た
め
、

日
中
の
水
温
が
上
が
り
や
す
く
、

夜
間
の
水
温
が
下
が
り
や
す
い

状
況
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日
中
は
止
水
し
て
、
日
光
に
よ

り
地
水
温
を
高
め
、
夜
間
に
潅

水
を
行
っ
て
水
温
を
下
げ
る
こ

と
で
昼
夜
の
温
度
較
差
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。
圃
場
が
均
平
で
な

い
場
合
は
、
高
い
部
分
の
田
面

が
出
な
い
程
度
の
水
深
を
保
ち

ま
し
ょ
う
。

水
管
理
に
よ
る
ワ
キ（
土
壌

の
異
常
還
元
）対
策

近
年
、
分
げ
つ
期
に
お
い
て
、

湛
水
状
態
で
気
温
の
高
い
日
が

続
い
た
場
合
に
、
土
壌
の
還
元

が
進
み
、
生
育
に
有
害
な
硫
化

水
素
や
有
機
酸
等
が
発
生
す
る

ワ
キ
が
見
ら
れ
ま
す
。
圃
場
に

足
を
踏
み
入
れ
た
際
に
気
泡
が

盛
ん
に
発
生
す
る
よ
う
な
圃
場

で
は
、
根
の
活
力
の
低
下
、
根

初期生育確保のための圃場管理

の
伸
張
抑
制
、
窒
素
吸
収
の
遅

延
、
乾
物
生
産
の
不
良
に
よ
り
、

葉
色
の
低
下
や
分
げ
つ
の
抑
制

に
つ
な
が
り
ま
す（
写
真
１
）。

ワ
キ
は
放
置
し
て
も
解
消
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
表
１
を
参
考
に

早
め
の
水
交
換
や
田
干
し
で
ガ写真１. ワキの有無による生育の違い（６月上旬撮影）

　　　 左：ワキなし、右：ワキあり、右は葉の黄化、傷み等がみられる

ス
抜
き
を
行
い
、
分
げ
つ
の
発

生
と
根
の
健
全
化
を
図
り
ま
し

ょ
う
。
前
述
の
と
お
り
、
今
年

は
強
い
ワ
キ
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
の
で
、
昨
年
の
う
ち
に

秋
耕
等
の
対
策
を
と
れ
な
か
っ

た
圃
場
で
は
特
に
注
意
し
て
水

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

ワ
キ
は
、
湛
水
・
代
か
き
後

か
ら
徐
々
に
進
行
し
、
５
月
下

旬
～
６
月
に
か
け
て
そ
の
程
度

は
強
く
な
り
ま
す
が
、
除
草
剤

散
布
後
は
７
日
間
湛
水
状
態
を

保
つ
必
要
が
あ
る
た
め
、
そ
の

間
は
さ
ら
に
還
元
が
進
み
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
特

に
初
期
除
草
剤
＋
一
発
除
草
剤

の
体
系
で
は
、
次
の
よ
う
な
水

管
理
を
推
奨
し
ま
す（
図
１
）。

①
一
発
除
草
剤
散
布
前
に
１

～
３
日
程
度
の
田
干
し
、
水
交

換
を
行
い
、
入
水
後
に
一
発
除

草
剤
を
散
布
し
ま
す
。
表
層
剥

離
や
ア
オ
ミ
ド
ロ
に
よ
る
除
草

剤
の
拡
散
ム
ラ
を
防
ぐ
効
果
も

あ
り
ま
す
。
②
ワ
キ
が
強
ま
る

前
に
、
１
～
３
日
程
度
の
田
干

し
、
夜
間
落
水
、
水
交
換
を
実

施
し
ま
す
。
田
干
し
の
程
度
は

表
面
水
が
ほ
ぼ
見
え
ず
に
、
足

跡
に
水
が
残
る
程
度
の
飽
水
状

態
が
ワ
キ
の
抑
制
に
効
果
が
高

く
、
か
つ
除
草
剤
の
効
果
も
損
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き
込
み
が
あ
り
ま
す
。
稲
わ
ら

は
水
田
作
に
と
っ
て
、
有
機
物

補
給
に
よ
る
地
力
維
持
、
ケ
イ

酸
供
給
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
が
、
分
解
が
遅
れ
る
こ
と

で
ワ
キ
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま

す
。近

年
は
土
壌
pH
が
低
下
し
て

き
て
お
り
、
前
年
の
収
穫
後
～

耕
起
ま
で
の
間
の
土
壌
微
生
物

の
活
動
が
低
下
し
、
稲
わ
ら
の

腐
熟
が
進
ま
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

作
土
深
も
浅
く
な
っ
て
き
て
お

り
、
耕
起
時
に
す
き
込
ま
れ
る

稲
わ
ら
の
作
土
深
あ
た
り
の
密

度
が
高
く
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ワ
キ
対
策
に
は
水

管
理
だ
け
で
な
く
、
秋
耕
や
ア

ル
カ
リ
資
材
の
投
入
、
排
水
性

の
改
善
、
作
土
深
の
確
保
等
、

圃
場
の
準
備
段
階
で
の
対
策
も

組
合
せ
、
総
合
的
に
対
策
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

上
手
な
除
草
剤
の
使
い
方

庄
内
地
域
で
は
、
ヒ
エ
、
ホ

タ
ル
イ
と
い
っ
た
一
年
生
雑
草

の
他
、
オ
モ
ダ
カ
や
ク
ロ
グ
ワ

イ
な
ど
の
多
年
生
雑
草
が
残
る

こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
ヒ
エ
や
ホ
タ
ル
イ
の
残
草

は
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
に
よ

る
被
害
増
加
の
要
因
に
も
な
る

た
め
注
意
が
必
要
で
す
。
残
草

が
多
く
見
ら
れ
る
圃
場
で
は
、

表
２
を
参
考
に
効
果
的
な
除
草

剤
の
使
用
方
法
を
再
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

残
草
に
つ
い
て
は
、
近
年
の

移
植
後
の
高
温
・
多
照
で
雑
草

の
生
育
が
早
ま
り
、
除
草
剤
の

処
理
晩
限
を
超
え
て
し
ま
う
こ

と
も
原
因
の
一
つ
で
す
。
昨
年

は
特
に
乾
田
直
播
栽
培
で
こ
の

傾
向
が
強
く
、
例
年
ど
お
り
の

時
期
に
除
草
剤
を
処
理
し
よ
う

と
し
た
ら
処
理
晩
限
間
近
に
な

っ
て
い
た
、
と
い
う
事
例
が
多

く
み
ら
れ
ま
し
た
。
水
田
内
で

も
雑
草
の
生
育
速
度
に
は
ば
ら

つ
き
が
あ
る
た
め
、
水
田
全
体

を
よ
く
観
察
し
、
生
育
が
進
ん

だ
雑
草
を
目
安
に
し
て
適
期
を

逃
さ
ず
処
理
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

近
年
は
高
密
度
播
種
苗
で
の

栽
培
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
苗

の
充
実
度
が
低
い
ほ
ど
、
除
草

剤
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
生
育
抑
制

が
強
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
高
密
度
播
種

苗
は
浮
き
苗
や
転
び
苗
が
多
い

傾
向
に
あ
り
、
根
が
露
出
し
や

す
い
こ
と
か
ら
も
除
草
剤
の
影

表１.ワキの程度と対策

表２. 除草剤の効果的利用チェックリスト

（山形県農林水産部「稲作指針」を参考に作成）

（山形県農林水産部「稲作指針」を参考に作成）

図１. ワキを抑える水管理のイメージ図（初期除草剤＋一発除草剤）

ワキの程度の目安 生育への影響 対策

水田に足を
踏み込むと

わずかに気泡の発生がみられる なし －

気泡の発生が多い 根の活力低下 水交換

盛んに気泡を発生する 根張り不良 夜間落水、田干し

晴天時自然に気泡を発生し、音が聞こえる 根の伸長阻害、地上部黄化 田干し

響
を
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
高
密
度
播
種
苗
栽

培
で
の
除
草
剤
は
田
植
え
同
時

処
理
を
避
け
、
活
着
を
確
認
し

た
後
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

な
わ
れ
ま
せ
ん（
こ
の
点
に
つ

い
て
の
詳
細
は
庄
内
農
家
の
友

令
和
4
年
12
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）。

圃
場
の
準
備
段
階
で
の
ワ

キ
対
策

ワ
キ
に
よ
る
初
期
生
育
の
抑

制
の
原
因
の
一
つ
と
し
て
、
未

分
解
稲
わ
ら
の
春
耕
起
時
の
す

移植 活着期 有効分げつ期 有効分げつ終止期

5月 6月
10 20

水管理
日中浅水・夜間かんがい

初期除草剤 一発除草剤

一発除草剤散布前
土壌還元（ワキ）を見越して

1～3日 田干し、水交換

6月
土壌還元（ワキ）が強まる前に 

1～3日 田干し、水交換、夜間落水

留意点 目的

圃場の条件
丁寧な代かきで均平、土戻りのよい田面とする。 薬害防止
床じめ、畦畔の補修を行い、漏水防止をする。 効果向上

適切な植付け
薬害を受けやすい軟弱徒長苗でなく、充実度の高い苗を移植する。 薬害防止
苗の根が田面に露出する極端な浅植えはしない。 薬害防止

除草剤の散布
除草剤のラベルを確認し、使用適期、回数を守る。 薬害防止・効果向上
雨、風の強い日は避け、均一に散布する。 効果向上

水管理
3～5㎝の湛水状態で散布する。 薬害防止・効果向上
散布後、7日間は止水とする。 効果向上

多年生
難防除雑草

オモダカ、クログワイなどは、発生期間が長く、一発除草剤のみでは防除
が困難なため、有効な後期除草剤と組み合わせて使用する。 効果向上
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1
グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
に

よ
る
環
境
負
荷
低
減
技
術

①
自
律
走
行
無
人
草
刈
機
の
実
証

自
律
走
行
無
人
草
刈
機
は
Ｗ

社
製
を
使
用
し
ま
し
た（
図
１
）。

自
律
走
行
無
人
草
刈
機
を
導
入

す
る
こ
と
で
化
石
燃
料
の
使
用

量
低
減
や
除
草
労
力
の
削
減
な

ど
が
期
待
で
き
ま
す
。
圃
場
の

電
力
は
、
太
陽
光
発
電
を
利
用

し
、
電
気
設
備
が
な
い
圃
場
で

環境にやさしい果樹の取り組み

も
使
用
が
可
能
か
ど
う
か
も
検

討
し
ま
し
た
。
導
入
後
の
自
律

走
行
無
人
草
刈
機
は
、
埋
設
し

た
エ
リ
ア
ワ
イ
ヤ
ー
内（
30
a

以
内
）を
自
動
で
草
刈
・
充
電

し
ま
す
。
10
a
規
模
の
圃
場
で

は
、
稼
働
後
３
日
程
度
で
草
刈

り
が
完
了
し
ま
す（
図
２
）。
自

律
走
行
無
人
草
刈
機
は
、
支
柱

や
枝
等
で
狭
く
な
っ
て
い
る
場

所
も
草
刈
り
が
可
能
で
す
。
稼

働
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
作
業

性
の
良
い
圃
場
環
境
が
常
に
維

持
で
き
ま
す
。
太
陽
光
発
電
は
、

日
照
時
間
に
よ
り
電
力
供
給
量

が
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
日
照
時

間
５
時
間
以
上
で
、
１
日
当
た

り
５
回（
６
～
８
時
間
程
度
）の

稼
働
が
確
認
で
き
、
実
用
上
十

分
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
ま
し
た
。

②
開
放
型
無
煙
炭
化
器
に
よ
る

剪
定
枝
の
炭
化

開
放
型
無
煙
炭
化
器
は
Ｍ
社

製
を
使
用
し
ま
し
た
。
開
放
型

無
煙
炭
化
器
を
用
い
て
剪
定
枝

を
炭
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
大
気
に
二
酸
化
炭
素
と
し

て
放
出
さ
れ
て
い
た
炭
素
を
炭

と
し
て
貯
留
す
る
こ
と
に
な
り
、

環
境
に
配
慮
し
た
栽
培
に
繋
が

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
炭
を
継

続
的
に
土
壌
に
施
用
す
る
こ
と

で
土
壌
物
理
性
が
改
善
さ
れ
、

土
壌
改
良
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。
剪
定
枝
の
炭
化
を
行
う
場

合
は
、「
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い

煙
又
は
火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
行
為
の
届
出
書
」等
を

消
防
署
に
提
出
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
各
自
治
体
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
具
体
的
な

剪
定
枝
の
炭
化
方
法
は
図
３
の

と
お
り
で
す
。
炭
化
効
率
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
剪
定
枝
を
少

な
く
と
も
３
か
月
程
度
乾
燥
さ

せ
、
剪
定
枝
の
含
水
率
30
％
程

度
を
目
安
に
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
炭
化
方
法
に
つ
い

て
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
又
は
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図１.自律走行無人草刈機（Ｗ社製）＋
　　太陽光発電一式

図２.自律走行無人草刈り機の稼働前→稼働３日後の様子

鶴
岡
田
川
地
域
グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
推
進
協
議
会
（
構
成
団
体
：
庄
内
た
が
わ
農
業
協
同
組
合
、
鶴
岡
市
農
業
協
同
組
合
、
鶴
岡
市
、

庄
内
総
合
支
庁
農
業
技
術
普
及
課
、
同
産
地
研
究
室
）
で
は
、
令
和
４
〜
５
年
度
に
環
境
負
荷
低
減
・
省
力
化
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
事

例
を
現
地
実
証
・
検
討
し
ま
し
た
。
現
地
圃
場
は
鶴
岡
市
羽
黒
町
後
田
、
仙
道
の
２
か
所
、
試
験
圃
場
は
産
地
研
究
室
で
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
を
「
鶴
岡
田
川
地
域
の
さ
く
ら
ん
ぼ
、
か
き

グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
以
下
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
す
る
）
」
と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

石　川　　　妙山形県庄内総合支庁　産業経済部農業技術普及課

～鶴岡・田川地域におけるさくらんぼ、かきのグリーンな栽培体系について～
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試
験
圃
場
で
は
、
土
着
天
敵
や

天
敵
製
剤
の
ミ
ヤ
コ
カ
ブ
リ
ダ

ニ
を
保
護
す
る
た
め
、
年
間
を

通
し
て
合
成
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド

系
・
有
機
リ
ン
系
殺
虫
剤
等
の

使
用
を
控
え
、
天
敵
が
住
み
や

す
い
圃
場
管
理
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
気
門
封
鎖
剤

と
天
敵
製
剤
を
組
み
合
わ
せ
た

環
境
負
荷
低
減
区
で
は
、
ハ
ダ

ニ
類
の
発
生
量
を
慣
行
防
除
区

並
に
抑
え
ら
れ
、
化
学
合
成
農

薬
の
使
用
回
数
を
１
回
削
減
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た（
表
１
、

図
４
）。
気
門
封
鎖
剤
を
使
用

す
る
場
合
は
十
分
な
散
布
量
が

必
須
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

2
グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系

を
取
り
入
れ
た
さ
く
ら
ん

ぼ
栽
培

さ
く
ら
ん
ぼ
の
栽
培
は
、
春

の
防
霜
対
策
か
ら
始
ま
り
、
結

実
対
策
、
摘
果
・
着
色
管
理
等

の
き
め
細
や
か
な
栽
培
管
理
が

必
要
で
す
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、

一
連
の
管
理
作
業
に
加
え
、
グ

リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
と
し
て

「
環
境
に
や
さ
し
い
お
う
と
う

ハ
ダ
ニ
類
防
除
試
験
の
取
り
組

み
」を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
で
は
、
ハ

ダ
ニ
類
の
天
敵
へ
の
影
響
が
小

さ
い
防
除
薬
剤
を
使
用
し
、
化

学
合
成
農
薬
の
使
用
回
数
の
低

減
を
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、

図３. バイオ炭の生成方法

図４.ハダニ類の時期別発生量（Ｒ５）

表１. 各区の防除薬剤（Ｒ５）

図５. 有機リン系殺虫剤、ＩＢＲ系殺虫　
　　 剤の効果（Ｒ４．７．２１散布）

焚き付け資材を敷き詰める 剪定枝を載せ着火 火力が強まったらさらに枝投入　 バイオ炭完成

3
グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系

を
取
り
入
れ
た
か
き
栽
培

か
き
は
庄
内
地
域
を
代
表
す

る
果
樹
で
す
。
近
年
は
一
部
地

域
で
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
の
発
生

が
見
ら
れ
、
薬
剤
の
効
果
や
発

生
消
長
に
応
じ
た
適
期
防
除
の

検
討
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
一
連
の
大

玉
生
産
技
術
だ
け
で
な
く
、
グ

リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
と
し
て

「
環
境
に
や
さ
し
い
カ
イ
ガ
ラ

ム
シ
類
の
防
除
試
験
」を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
防
除
薬
剤
は
、

有
機
リ
ン
系
殺
虫
剤
よ
り
リ
ス

ク
換
算
値
が
低
い
I
B
R
系
、

I
G
R
系
殺
虫
剤
を
選
定
し
、

環
境
負
荷
低
減
技
術
を
検
討
し

ま
し
た
。
I
B
R
系
、
I
G
R

系
殺
虫
剤
は
、
有
機
リ
ン
系
殺

虫
剤
と
同
等
の
効
果
が
あ
り
、

化
学
農
薬
使
用
量（
リ
ス
ク
換

算
値
）の
低
い
殺
虫
剤
へ
の
切

り
替
え
が
可
能
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た（
I
B

R
系
殺
虫
剤
図
５
）。
今
後
も
、

リ
ス
ク
換
算
値
の
低
い
農
薬

（
I
G
R
系
、
I
B
R
系
殺
虫

剤
等
）へ
の
転
換
を
検
討
し
、

環
境
に
配
慮
し
た
か
き
産
地
づ

く
り
を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

4
お
わ
り
に

近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う

極
端
な
気
象
が
懸
念
さ
れ
る
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
産
地
と

し
て
維
持
・
発
展
し
て
い
く
た

め
に
は
、
気
候
変
動
に
対
応
し

た
き
め
細
や
か
な
栽
培
管
理
だ

け
で
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視

点
の
環
境
に
や
さ
し
い
栽
培
体

系
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
協
議
会
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
き

っ
か
け
に「
環
境
に
や
さ
し
い

産
地
づ
く
り
」を
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
マ
ニ

ュ
ア
ル
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
お

問
合
せ
は
、
庄
内
農
業
技
術
普

及
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

0

5

10

15

20

6/29 7/7 7/15 7/23 7/31 8/8

(
)

環境負荷低減区

慣行防除区

無防除区

矢印：薬剤散布

有機リン系殺虫剤 1000倍

IBR系殺虫剤 2000倍

7月13日 8月12日 9月11日 10月11日 11月10日

無処理

1000

800

600

400

200

0

匹
／
樹

月日 環境負荷低減区 慣行防除区 無防除区

6/29 気門封鎖剤 ―

7/6 気門封鎖剤 ―

7/20 気門封鎖剤 殺ダニ剤 ―

7/25 天敵製剤 ― ―
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ス
２
号（
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
）原

液
を
希
釈
混
和
す
る
２
液
式
と

し
ま
し
た
。

肥
料
の
種
類
は
、
定
植
後
か

ら
第
一
果
房
開
花
ま
で
は
ア
ク

ワ
ン
原
液
に
ア
ク
ワ
ン
１
号
を

用
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア
ク
ワ

ン
１
号
に
は
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒

素
が
含
ま
れ
て
お
り
、
燐
酸
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

低
温
の
時
期
の
根
張
り
や
初
期

生
育
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
第
一
花
房
開

花
期
以
降
は
ア
ク
ワ
ン
２
号
に

変
更
し
O
A
T
ハ
ウ
ス
５
号
を

添
加
し
ま
す
。
ア
ク
ワ
ン
２
号

に
は
尻
腐
れ
果
の
発
生
要
因
と

な
る
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
が
含

ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
開
花

期
以
降
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

O
A
T
ハ
ウ
ス
５
号
の
添
加
は

微
量
要
素
の
補
給
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
添
加
せ
ず
に
栽
培

し
た
時
に
は
ホ
ウ
素
欠
乏
症
状

が
発
生
し
ま
し
た
が
、
添
加
す

る
こ
と
に
よ
り
発
生
し
な
く
な

全
農
式
ト
ロ
箱
養
液
栽
培
シ

ス
テ
ム「
う
ぃ
ず
O
n
e
」は
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
栽
培
槽
に

ヤ
シ
殻
を
主
体
と
し
た
培
養
土

を
充
填
し
た
養
液
栽
培
シ
ス
テ

ム
で
す
。
園
芸
産
地
拡
大
実
証

研
修
農
場
に
お
け
る「
T
Y
ア

ン
ジ
ェ
レ
」の
収
量
は
、
令
和

４
年
度
に
は
８
・
６
㌧
／
10
a

で
し
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
培

養
液
管
理
の
概
要
や
流
路
保
全

の
留
意
点
に
つ
い
て
記
述
し
ま

す
。

1
肥
料
の
種
類
と
給
液
濃
度

肥
料
に
は
、
全
て
の
養
分
を

含
む
原
液
を
使
用
す
る
１
液
式

と
、
窒
素
、
燐
酸
、
加
里
な
ど

を
含
む
肥
料
原
液
と
硝
酸
カ
ル

シ
ウ
ム
原
液
を
給
液
直
前
に
希

釈
混
和
す
る
２
液
式
が
あ
り
ま

す
。
燐
酸
や
カ
ル
シ
ウ
ム
の
肥

効
は
２
液
式
が
安
定
し
て
い
ま

す
。
農
場
に
お
い
て
は
、
ア
ク

ワ
ン
肥
料
原
液
と
O
A
T
ハ
ウ

「うぃずOne」によるミニトマト
「TYアンジェレ」栽培の
給液管理について

第１図 . 時期別原液の混入割合イメージ

伊　藤　政　憲元：園芸産地拡大実証農場

「
強
い
農
業
生
産
基
盤
づ
く
り
」「
次
世
代
を
担
う
若
手
担
い
手
の
人
材
育
成
」を
目
的
に
10
年
間
運
営
し
て
き
た「
園
芸
産
地
拡
大
実
証

研
修
農
場（
以
下
農
場
）」が
令
和
６
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
閉
場
致
し
ま
し
た
。

こ
の
10
年
間
農
場
で
は
、
①
地
域
に
適
合
し
た
作
物
の
安
定
的
な
生
産
体
制
の
確
立
、
②
担
い
手
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
新
た
な
生
産
・

施
肥
・
防
除
、
③
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
食
農
教
育
、
④
新
規
就
農
者
や
農
業
後
継
者
等
の
担
い
手
の
研
修
受
入
等
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
よ
り
ミ
ニ
ト
マ
ト「
ア
ン
ジ
ェ
レ
」の
栽
培
事
例
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

0.8

0.9

1

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

混
入
割
合
（
％
）

ア
ク
ワ
ン
１
号

アクワン２号

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月
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い
場
合
に
発
生
す
る
の
で
、
果

実
の
状
態
を
観
察
し
な
が
ら
灌

水
終
了
時
間
を
早
め
る
な
ど
で

対
応
し
ま
す
。

給
液
開
始
時
刻
や
終
了
時
刻
、

給
液
間
隔
や
１
回
当
た
り
の
給

液
時
間
な
ど
の
詳
細
な
給
液
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
全
農
山
形
営

農
企
画
部
営
農
支
援
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

2
培
養
液
の
pH
調
整

給
液
の
pH
は
原
液
の
混
入
割

合
が
高
く
な
る
と
低
下
し
、
原

水
に
水
道
水
を
使
用
し
た
場
合

の
pH
は
、
混
入
割
合
が
1
・
2

％
を
超
え
る
と
、
5
・
5
を
下

回
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
生
育
に
適
す
る
pH
は

5
・
5
～
6
・
5
な
の
で
pH
改

善
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
給

液
の
pH
改
善
に
は
、
炭
酸
水
素

カ
リ
ウ
ム（
商
品
名
：
カ
ー
ボ

リ
ッ
チ
）を
用
い
ま
す
。
こ
の

資
材
を
ア
ク
ワ
ン
原
液
2
0
0

㍑
当
た
り
80
～
1
0
0
㌘
混
和

す
る
と
、
給
液
の
pH
は
5
・
5

以
上
が
維
持
さ
れ
ま
す（
第
２

図
）。
添
加
に
よ
る
給
液
EC
へ

の
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。
添
加

量
が
多
い
ほ
ど
pH
は
上
昇
し
ま

す
が
、
大
量
に
混
和
す
る
と
カ

り
ま
し
た
。

給
液
に
対
す
る
原
液
混
入
割

合
の
例
を
第
１
図
に
示
し
ま
し

た
。
混
入
割
合
は
、
定
植
活
着

後
か
ら
７
月
中
旬
頃
ま
で
は
高

く
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生

長
点
付
近
の
展
開
葉
が
カ
ー
ル

す
る
程
度
に
草
勢
が
強
く
な
り

ま
す
。
ド
リ
ッ
プ
チ
ュ
ー
ブ
１

本
か
ら
給
液
さ
れ
る
量
は
、
液

肥
混
入
機
に
ミ
ッ
ク
ス
ラ
イ
ト

を
使
用
し
た
場
合
お
お
よ
そ
33

㍉
㍑
／
分
で
す
。
ド
リ
ッ
プ
チ

ュ
ー
ブ
は
１
箱
当
た
り
２
本
設

置
し
て
い
る
の
で
、
１
分
当
た

り
66
㍉
㍑
給
液
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
１
日
当
た
り
の
給

液
量
は
、
晴
天
日
に
は
そ
の
20

～
30
％
が
排
水
さ
れ
る
程
度
を

目
安
と
し
、
給
液
間
隔
や
１
回

当
た
り
の
給
液
時
間
を
調
節
し

ま
す
。

夏
季
は
養
分
よ
り
水
分
が
優

先
的
に
吸
収
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

混
入
割
合
を
下
げ
灌
水
間
隔
を

短
く
す
る
な
ど
、
茎
の
先
端
が

萎
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
給

液
し
ま
す
。

秋
季
に
は
混
入
割
合
を
や
や

高
め
、
草
勢
の
回
復
を
図
る
と

と
も
に
、
裂
果
発
生
を
防
止
し

ま
す
。
裂
果
は
給
液
濃
度
が
低

い
場
合
や
、
夜
間
に
吸
水
が
多

る
場
合
に
は
、
炭
酸
水
素
カ
リ

ウ
ム
を
添
加
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

3
そ
の
他

給
液
の
pH
お
よ
び
EC
は
毎
週

測
定
し
、
設
定
し
た
値
と
な
っ

て
い
る
か
確
認
し
ま
す
。
給
液

の
測
定
は
液
肥
混
入
機
が
正
常

に
稼
働
し
て
い
る
か
の
チ
ェ
ッ

ク
に
も
な
り
ま
す
。
混
入
割
合

を
変
更
し
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
給
液
の
pH
や
EC
が
変

第２図 . 炭酸水素カリウムの添加が給液のpHに及ぼす影響

リ
ウ
ム
過
剰
と
な
り
、
給
液
に

含
ま
れ
る
塩
基
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
し
ま
う
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

炭
酸
水
素
カ
リ
ウ
ム
は
、
ア

ク
ワ
ン
原
液
に
混
和
し
ま
す
が
、

け
っ
し
て
O
A
T
ハ
ウ
ス
２
号

（
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
）原
液
に
混

和
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
O
A

T
ハ
ウ
ス
２
号
原
液
に
混
和
す

る
と
、
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
の
沈

殿
が
発
生
し
カ
ル
シ
ウ
ム
の
肥

効
が
低
下
し
ま
す
。

原
水
に
地
下
水
を
用
い
て
い

動
し
た
場
合
は
液
肥
混
入
機
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
ま
し
ょ

う
。流

路
に
設
置
し
た
フ
ィ
ル
タ

ー
は
、
月
に
１
回
は
取
り
外
し

て
洗
浄
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
、

原
水
に
地
下
水
を
用
い
て
い
る

場
合
は
、
含
ま
れ
て
い
る
成
分

の
沈
着
や
微
生
物
が
繁
殖
す
る

な
ど
に
よ
り
目
詰
ま
り
が
発
生

す
る
の
で
、
き
れ
い
に
洗
浄
し

ま
す
。
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